
























































































































荷物 〈目：方〉（基本義） 14〈48．3） 13（44。8） 黛7（93。1） 2（6．9） 0（0．0） 黛1α⑭）
体重 〈目方〉（基本義） 15（5L7） 6（20。7） 烈7黛。4） 5（172） 3（103） 雛7。㊨）
食事 〈大量〉 4／13。8） 7（24ユ） 綴37。窃 14（48．3） 4／13。8） 1呂1磁。1）
運動 〈急冷〉 2（6．9） 9（3LO） 11137。鼎） 15（5L7） 3（103） 1呂1麗。1）
気分 〈憂欝〉 4（13．8） 11（37。9） 151517》 10（34．5） 4（13．8） 1414a3）
心 〈憂灘〉 1（3．4） 9（3LO） 1⑪（34。5） 13（44．8） 6〈20．7） 綿（β5。5）
雰囲気 〈憂灘〉 2⑥9） 7（24。1） 9131。⑪） 17（5＆6） 3（103） 黛⑪（㊨9。⑪）
頭 〈不快感〉 5（17。2） 5（172） 1⑪134。5） 16（55。2） 3（10。3） 似㊨5。5）
労働 〈過酷〉 4（13．8） 14（48．3） 1呂1㊨黛。1） 9（3LO） 2（6．9） 11137。働
税金 〈過酷〉 2（6．9） 11（37。9） 13144。呂》 13（44．8） 3（10．3） 1師5。窯）
責任 〈重大〉 2（6．9） 10（34。5） 櫨（41。4） 14（48．3） 3〈10．3） 17（曝aβ）
会話 〈重要〉 1（3．4） 7（24ユ） 呂1盤76） 16（552） 5（17．2） 驚1（7黛。4）
内容 〈重要〉 3（10。3） 11（37，9） 綴4a3） 11（37。9） 4（13。8） 15（馴。7）






















































やわらかい味 触覚 味覚 0（0．0） 19（65．5） 1勲1衡51 9（3LO） 1（3．4） 1⑪134．51
やわらかい香り 触覚 嗅覚 2（6．9） 9（31．0） 11137。鼎） 17（58．6） 0（0．0） 171586） 1
やわらかい音 触覚 聴覚 5〈17．2） 19〈65．5） 盤41麗。呂） 5〈17．2） 0（0．0） 51172）
やわらかい声 触覚 聴覚 4（13．8） 20（69．0） 黛41麗。呂1 5（172） 0（0．0） 5117。黛1
やわらかい色 触覚 視覚 3（10．3） 16（55．2） 1釈騰5） 9（31．0） 1（3．4） 1⑪134。5）
暖かい色 触覚 視覚 4〈13．8） 15〈51．7） 191㊨5。5） 10〈34．5） 0（0．0） 1⑪134。5）
冷たい色 触覚 視覚 3（103） 12（4L4） 15151の 11（37．9） 3（103） 綴4a3）
なめらかな味 触覚 味覚 1（3。4） 17／58。6） 1呂1㊨黛。1） 9／31。0） 2（6。9） 11137。鼎）
なめらかな音 触覚 聴覚 1（3。4） 15（5L7） 1嚇15器。盤》 11（37。9） 2（6。9） 13144。呂》
甘い香り 味覚 嗅覚 14（483） 12（4L4） 黛㊨㈱。7） 2（6．9） 1（3．4） 3㈹。3）
甘い声 味覚 聴覚 8／27。6） 13／44。8） 黛1σ黛。4） 7／24ユ） 1（3。4） 呂⑫76）
あかるい声 視覚 聴覚 4（13。8） 10（345） 14148。3》 15（5L7） 0（0。0） 151517》
数値は対象者数、（）は％を示す。
5、考察
　翌eavy’は中学校で学習する最も基本的な形容詞のひとつであり、意味の拡張の仕方におい
て日本語「重い」との共通点も多い。しかし、今回の調査の結果、対象者は6heavゾと「重い」
の共通点・相違点を的確に判断する能力を身に付けているとは考えられなかった。肯定的判断
の中であっても明確に「表せる」と判断されたものが少なかったことからも、対象者はこれま
でに習得した知識に基づいて判断したのではなく．何らかの類：推によって「たぶん表せる」と
いう判断を行ったものと考えられる。
　「重い」に関しては、〈目方〉を意味する基本義の表現であっても、それと結びつく名詞に
よって、ζheavy’が使えるか否かの類推の仕方が異なるという結果が得られた。このことから、
対象者が6heavy’の意味範囲を基本義の中でもごく限られた範囲でしか捉えていないというこ
とが言える。「荷物」は「重い」と結びつく名詞としてはプロトタイプ的なものであり、この
ことが「体重」との類推の差にあらわれたとも考えられる（Meara，1984）。本研究では基本義
に関しては2例のみの調査であったが、今後この点についてより明確にする必要があると考え
られる。
　「気分」、「心」、「雰囲気」はともに人間の感情に関わる表現として同一カテゴリーに属し、
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「重い」と結びついて〈憂馨〉を表している。対象者が判断を行う際に、カテゴリーという概
念を類推の基準にしていると仮定するならば、「気分」．「心」、「雰囲気」の剖断値（数）は等
しくなるはずである。すなわち「重い気分」の「重い」が6heavy’に英訳できると類推されれ
ば、その類推は「重い心」にも「重い雰囲気」にも適用できると考えるのが自然である。今回
の調査では「気分」、「心」、「雰囲気」の判断値（数）の間に有意な差は認められなかったが、
それぞれの数値にばらつきは認められた。形容詞などの多義語における効率的な意味内容の把
握のためには、個々の名詞との結びつきを1つひとつ記憶するのではなく、カテゴリーとして
捉えるべきであり、逆に言えば．カテゴリーとして捉えることができるならば、意味範囲が明
確に理解できているといえる。今回の調査のみでは対象者が類推を行う際にカテゴリーの概念
を用いていたのか．それとも「重い」と結びつく名詞を個別的に剖肥していたのか明らかにで
きなかった。今後さらに調査を行い、検討する必要があると考えられる。
　共感覚表現は日常的にもっとも頻繁に使用される比喩表現であり．基本的な意味と同じ程度
に慣用化され、比喩として意識されることは少ない。日本語と英語の間の一致度の高さは、人
間の五感に関わる表現がある程度の普遍性を持っていることを示している。「重い」の結果と
比較しても、共感覚表現の肯定的判断の数値は全体的に高かったといえる。ただし「やわらか
い香り」一遠soft　smelPに対する肯定的判断が他の「やわらかい」の転移表現よりも有意に低
かった点は、英語においてもζsoft　smelPを適切な表現として認める容認可能性が低いことと
一致している。また同様に肯定的判断の低かった「あかるい声」については、毒bright　voice’
との微妙なニュアンスの違いを対象者が感じ取ったからであるとも考えられる。対象者がこれ
らの判断を知識に基づいて行ったとは考えにくく．直観的類推が共感覚表現においては正しい
判断に結びつき易かったと考えられる。Kellerman（1979）は、言語転移の起こりやすい条件の
ひとつとして、「学習者がL1について感じている有標性・無標性の程度」を挙げている。　L1
において、ある表現が学習者にとって無標であればあるほどL2への言語転移は起こりやすい
という考え方である。この仮説を適用するならば．共感覚表現は一般的な形容詞の意味拡張表
現よりも無標性の高い表現であると言える。
　しかし共感覚表現の肯定的判断の数値は、「重い」との比較においては相対的に高かったと
言えるかも知れないが、個別的にみた場合、肯定的判断の数値が80％を超えたのは12町中3
問のみであり、高い数値であるとは言いがたい。Kellerman（1979）は言語転移の起こりやすい
条件として、上に挙げた「有標野・門標性」の他に、「学習者がLlとし2の間に感じている距
離」を挙げている。共感覚表現は言語的には警標であるが、対象者が日本語と英語の距離が非
常に離れていると感じているために、共感覚表現の無標性が失われ、比喩として過度に意識さ
れた結果、正しい判断を妨げたと考えられる。
　言語は人間が外界をどのように認知しているか、どのように関わっているかの表象であり、
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言語が異なっても認知のレベルでの共通点は多い。例えば「重い」も毒heavy’も日常的な知覚
や経験を背景として、基本義の〈目方〉を表す概念から心理的な重さを表す〈憂灘〉、さらに
は精神的にかかる負荷を表すく重大〉にその意味を拡張している。学習者が英語と日本語との
間に感じている距離感は、何でも闇雲に直訳しようとする負の言語転移は防ぐことはできるか
も知れないが、一方では概念の共通性までも覆い隠してしまう要因になっていると考えられる。
愈、結語
　一般的に言語習得においては．「正確さ」（accuracy）が中心的な目標となる。誤解のないコ
ミュニケーションのためには、正しい言語運用を行うべきであることは言うまでもない。しか
し今日、英語は世界共通語として位置付けられており．言語形式の規範も多様化している。こ
のような状況においては、単に「正確さ」のみでなく、英語話者にどの程度受け入れられるか
という容認可能性（acceptability）に注目する必要がある。「正確さ」のみにこだわり、誤用
に対して慎重になりすぎることは、表現することに対する学習意欲をそぎ、英語学習に対して
悲観的で消極的な態度を助長することにもなりかねない。言語転移に関してはこれまで負の言
語転移というマイナス面が取り上げられることが多く、それ故に日本語を媒介とした第二言語
学習は批判を受けてきた。しかし一方で．L2の心的語彙がL1の心的語彙の干渉を受けず構
築されることは困難であると考えられている（Meara，1984，　Takahashi，1984）。　Llの心的語
彙に記憶されている語のスキーマを正の言語転移として利用し、効果的なL2スキーマを構築
することを可能にするような語彙学習システムの開発は第二言語習得方法のひとつとして重要
であると考えられる。
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